


同種の貨物

 数量効果や価格効果の評価を行うために、まず、輸入貨物と競争・代替関係にある、国内で生産さ
れている同種の貨物の範囲を検討する必要があります。

 この同種の貨物の検討は、輸入貨物と国産貨物について、物理的及び化学的特性、製造工程な
どを比較して行います。

近年の日本の調査における同種の貨物の検討内容

• 物理的及び化学的特性（原料、貨物の形状、性質、色、粘度など）

• 製造工程（製造方法や合成方法、加工方式、時間や温度など）

• 流通経路（産業上の使用者への直接販売又は商社等を通じた間接的な販売等の別）

• 価格の決定方法（個別交渉など）

• 用途

• 代替性（輸入者や産業上の使用者等に代替可能性について確認）

• 貿易分類上の統計（HSコード）



数量効果・価格効果

●国内産業への損害は、まず、ＡＤ協定３.２に基づき、数量効果と価格効果について検討します。

●数量効果とは、廉価な輸入貨物の流入によって国産貨物の販売量や市場占拠率が減少することで
す。
●価格効果とは、国内生産者が輸入貨物による代替（シェアの奪取）を防止するため、国産貨物の販
売価格を適正水準に設定することができず、利潤が圧迫されることです。

※ 国産貨物は本邦産同種の貨物を、輸入貨物は調査対象貨物を指します。

数量効果分析

• 価格効果分析においては、輸入貨物による国産貨物の価格の下回り（undercutting）、押下げ（depression）又は
上昇の抑制（suppression）が生じているかを検討します。

• 例えば、近年の日本の調査では、調査対象期間中の輸入貨物の価格と国産貨物の販売価格（取引段階を揃えた価格）
それぞれの年別の加重平均価格を比較しています。輸入貨物の価格が調査対象期間中において国産貨物の価格を下回っ
ていたため、価格効果（この場合はprice undercutting）があったと評価しています。

• 輸入貨物に複数の品種が含まれる場合には、全品種の価格比較と品種別の価格比較を行います。

価格効果分析

※ もう一つの評価対象となる損害指標については次回のコラムで取り上げる予定です。

• 数量効果分析においては、ダンピング輸入の絶対的な増加及び国産貨物との関係での相対的な増加の有無を検討します。
• 例えば、近年の日本の調査においては、調査対象期間の各年度における、ダンピングしたとされる輸入貨物の量と同時期の国
産貨物の販売量、第三国からの同種の貨物の輸入量、それぞれについて、絶対的な量の推移と市場占拠率の推移（相対
的な量）を比較しています。




